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151

152

153

※総合評価は、「施策の内容」の総合評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

C C A A

　津駅前観光案内所における観光資源の紹介や観光ボランティアガイド団体が連携す
るネットワーク活動を実施し、いずれも前年度を上回る実績となりました。津花火大会
や津まつり等のイベント開催に対する補助を行い、いずれも前年度を上回る来場者数
となったほか、名松線を観光資源とした沿線地域の魅力づくり事業・魅力発信事業、
ボートレース津へのグレードレースの誘致、津市観光協会のホームページリニューアル
による利用者の利便性向上などによって、観光の振興に向けた取組が進みました。な
お、コンベンション開催支援等事業については、交付実績はあるものの、新たな交流・
関係人口の増加につながっていないとの判断から、令和６年度から廃止としました。

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

総合評価 A A

※「施策の内容」の総合評価…A=80点以上、B=60点以上80点未満、C=40点以上60点未満、D=20点以上40点未満、E=20点未満
※今後の方向性…①=効果的な事業構成であるため、方向性を維持、②=概ね効果的な事業構成であるが、一部見直し等の余地がある、③=あまり効果的な事業構
　 成ではないため、見直しの余地が大きい、④=事業構成に問題があるため、抜本的な見直し等が必要

３　「施策」の総合評価

「施策の内容」の
総合評価を
根拠とした

「施策」の総合評価

区分 選択区分 総評（施策の進捗状況や効果等を端的に記載）

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

三重県や周辺市町との広域的な取組をはじめ、関係団体や民間事
業者との観光分野における連携の強化に取り組みます。

A ① 観光振興課

歴史・文化、自然、温泉などの資源を有機的につないだ観光コース
や体験型観光など、多彩な資源の活用と新たな魅力の創出を図る
とともに、関連団体や民間事業者が持つ強みを活かして、「ひと・も
の」両面からおもてなし環境の充実に努めます。

A ①
観光振興課
/地域振興
課（美杉）

マスメディアやＳＮＳなど、時代に即した情報発信を通じて、本市を
代表するイベントへの集客、インバウンド観光やＭＩＣＥ誘致など、
国内外からの誘客を促進し、交流人口拡大に向けた取組を進めま
す。

B ②
広報課/観
光振興課/
経営管理課

２　「施策の内容」の総合評価と今後の方向性
番
号

施策の内容
「施策の内容」の総合評価 今後の方向性

担当課
選択区分 選択区分

担当部局 政策財務部、商工観光部、都市計画部、ボートレース事業部

施策の内容（番号） 151 ～ 153

施策の評価シート(令和５年度分)

１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計

画

目標 魅力と活力を生み出すまちづくり

基本政策 交流人口の拡大 管理コード 061748

施策 観光の振興 本冊ページ 104

関連個別計画 津市過疎地域持続的発展計画
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17

48

151

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ △

誰 ◇ ○

何 (千円)367 現状維持

　名松線沿線地域の魅力
づくり事業補助金について
は２団体が申請し、名松線
の利活用を促進する取組
に対し支援を行った。令和
５年度は利用促進のため
のイベントに271人が参加し
た。また、沿線の魅力を伝
えるための写真集を乗客を
中心として配布し、名松線
の知名度向上に寄与され
た。今後も引き続き支援を
続けることで、観光客誘致
を図る。

151-3

名松線利
活用関係

事業 名松線沿線地域
の魅力づくり事業
及び魅力発信事
業の実施

名松線を観光資源として地域団
体の活動、地域の活性化が促進
される

補助４件

観光客
補助対象事業におい
て名松線を利用した
人数

地域振興
課（美杉）

沿線地域に興味を持ち交流・関
係人口が増える

　案内者数11,534人は昨年
の10,782人を上回った。電
話及び窓口での案内のほ
か、観光資源を紹介するイ
ベント（企画展）を実施し、
来場者に来訪のきっかけを
与える。津駅を観光の起点
とする来津者が案内所を利
用するように案内所の存在
を周知し一人でも多くの来
津者へ観光地の魅力を伝
える。

観光客（市内外の人々） 案内者数（電話含む）

観光振興
課

市内の観光地等を訪れるきっか
けづくり

10,142 現状維持

ガイド技術及びおもてなしの向上
を図ることにつながる

3,100 現状維持

151-2

津駅前観
光案内所
運営事業 津駅前観光案内

所運営業務の委
託

市内の観光地等の情報を容易に
得ることができる

季節ごとに観光資源
を重点的に紹介する
イベントの実施

151-1

観光ボラン
ティアガイ
ドネット

ワーク活
動支援事

業

観光ボランティア
ガイド団体が相互
に連携するネット
ワーク活動に対
する補助

各ガイド団体間の連携強化、ガイ
ド技術の向上を図る

補助１件
　ガイド案内人数26,755人
は昨年の20,661人を上回っ
た。ガイド募集を行い新た
な人材を確保、育成するこ
とで、今後も継続的に質の
高いガイド（案内）の提供を
目指す。また、ガイド団体
間の連携等を継続し、おも
てなし意識の向上、ガイド
能力の底上げに向けた取
組を継続する。

各ガイド ガイド案内人数

観光振興
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 商工観光部、都市計画部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

歴史・文化、自然、温泉などの資源を有機的につないだ観光コースや体験型観光
など、多彩な資源の活用と新たな魅力の創出を図るとともに、関連団体や民間事
業者が持つ強みを活かして、「ひと・もの」両面からおもてなし環境の充実に努めま
す。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 観光の振興 本冊ページ 104

関連個別計画 津市過疎地域持続的発展計画（令和３年度～令和８年度）

施策の内容評価シート(令和５年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 魅力と活力を生み出すまちづくり

基本政策 交流人口の拡大 管理コード 061748151

413



施策の内容評価シート(令和５年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ①

A総合評価 A A C B B

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

151-10

151-6

151-5

151-4
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06

17

48

152

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ×

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ◎

何 (千円)14,699 現状維持

　観光地に関する基本的
（開館日、開館時間、場所、
アクセスなど）情報の発信
を行うことに加えその情報
に係る取材や電話対応な
どを行っている。HPをリ
ニューアルし、利便性が向
上したことから閲覧数の上
昇が見込まれる。

152-3

観光誘客・
情報発信

事業 観光誘客・情報
発信事業に対す
る補助

津市観光協会が、補助金を活用
し、花見客への対応や情報発信
を行うためのHPの維持管理を行
う

補助１件

津市観光協会 HPの閲覧数

観光振興
課

誘客活動、おもてなし活動等がし
やすくなる

　新聞、テレビ、雑誌、Web
メディアへの広告掲載、取
材協力、情報提供を実施。
若年層を中心にSNSで情
報収集する傾向が顕著で
あることから、Web上への
発信についてもSNS等を活
用し実施していく。
facebookフォロワー数3,107
人（R6.6.5時点）

市内外の人々
facebookフォロワー
数

観光振興
課

市内の観光イベントや観光地等
へ足を運ぶきっかけづくり

13,684 現状維持

会議費用の補助により会議の誘
致を図り、本市の交流人口の増
加、地域経済の活性化、観光及
び文化の振興を図る

594 廃止

152-2

広報宣伝
事業

観光誘客ＰＲキャ
ンペーン事業及
び新聞雑誌広告
等情報発信業務
の委託

市内外の人々がイベントでのPR
ブースや津市観光協会のHP、新
聞雑誌等を介して観光情報を得
ることができる。

観光PRの実施回数
50回以上ほか

152-1

コンベン
ション開催
支援等事

業

観光関連事業の
振興や交流人口
の拡大を図るた
め、市内施設を
主会場に一定基
準を満たした会
議の主催者に対
する補助

本市の交流人口の増加、地域経
済の活性化、観光及び文化の振
興等を図る

観光関連事業の振興
や交流人口の拡大を
図るため、市内施設
を主会場に一定基準
を満たした会議の主
催者に対する補助

　市内で開催された大規模
な会議等に対し、補助金を
交付することができた。一
方で、当該補助金対象事
業となる大規模な会議等は
数年前から開催が決まって
いることが多く、補助金が
開催地を津市とするインセ
ンティブになっていないこと
が明らかになった。また、交
付団体が固定化してきてお
り、新たな交流・関係人口
の増加につながっていない
と判断したことから当該補
助金は令和５年度末で廃
止した。

市内施設を主会場に開催される
一定基準を満たした会議の主催
者

補助金が会議開催地
決定のインセンティブ
となっているか

広報課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 政策財務部、商工観光部、ボートレース事業部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

マスメディアやＳＮＳなど、時代に即した情報発信を通じて、本市を代表するイベント
への集客、インバウンド観光やＭＩＣＥ誘致など、国内外からの誘客を促進し、交流
人口拡大に向けた取組を進めます。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 観光の振興 本冊ページ 104

関連個別計画

施策の内容評価シート(令和５年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 魅力と活力を生み出すまちづくり

基本政策 交流人口の拡大 管理コード 061748152

415



施策の内容評価シート(令和５年度分)

効 ◆ △

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ② ① ②

B総合評価 A A B B B

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

B

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

②

152-7

152-6

152-5

　入場者数は185,840人と
目標に達することはできな
かったが、売上については
過去最高額(58,878,353,500
円)を記録することができ
た。本場入場者数は減少
傾向にあることから、来場
を促すためのファンサービ
スや地域貢献イベント等の
充実を図っていく。

ボートレースファン及び津市民
ボートレース津の１年
間の売上

経営管理
課

交流人口拡大を促すだけではな
く、津市財源を確保することがで
きる

56,932,787 現状維持

152-4

モーター
ボート競走

事業
レース場への来
場促進や売上向
上を目的としてグ
レードレースの誘
致を行う

観光施設として、全国から観光客
を誘致することができ、交流人口
拡大を促すことができる

入場者数：280,000

416



06

17

48

153

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)4,800 現状維持

　津の海をPRするレジャー
イベントとして、今後も補助
を継続する。多くの来場者
（2,000人、令和４年度1,000
人）があるものの、参加者
が減少しているため、増加
に向けた施策を事務局とし
て考えていく。

153-3

ビーチバ
レーin御殿
場補助事

業 ビーチバレーin御
殿場実行委員会
の事業に対する
補助

実行委員会が、補助金を活用
し、ビーチバレー大会を開催する

補助１件

ビーチバレー大会参加者 来場者数

観光振興
課

大会を通じて親交を深め、津市
の魅力を感じていただき津市の
ことを好きになってもらう

　津市を代表するイベントと
して、今後も補助を継続す
る。（来場者数210,000人、
令和４年度180,000人）令和
６年度は補助金額の見直し
を図ったが実行委員会から
現状の津まつりを維持する
には資金繰りが苦しいとの
強い訴えがあり、令和７年
度は再度検討する余地が
ある。

市内外の参加団体や来場いただ
く人々

来場者数

観光振興
課

津まつりを通じて交流を深め、津
市の魅力を感じていただき津市
のことを好きになってもらう

24,500 現状維持

花火大会を通じて交流を深め、
津市の魅力を感じていただき津
市のことを好きになってもらう

9,000 拡充・充実

153-2

津まつり補
助事業

津まつり実行委
員会の事業に対
する補助

実行委員会が補助金を活用し、
津まつりを開催する

補助１件

153-1

津花火大
会補助事

業

津花火大会実行
委員会の事業に
対する補助

実行委員会が、補助金を活用
し、花火大会を開催する

補助１件 　打上場所の南下に伴い、
会場エリアが拡大されたた
め、多くの人に花火を楽し
んでいただけた。（来場者
数170,000人、令和４年度
80,000人）物価高騰が続い
ているため花火の質を担保
するには、補助の拡大だけ
でなく、多くの協賛金を集め
る手法についても事務局と
して考えていく。

市内外の人々 来場者数

観光振興
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 商工観光部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

三重県や周辺市町との広域的な取組をはじめ、関係団体や民間事業者との観光
分野における連携の強化に取り組みます。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 観光の振興 本冊ページ 104

関連個別計画

施策の内容評価シート(令和５年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 魅力と活力を生み出すまちづくり

基本政策 交流人口の拡大 管理コード 061748153
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施策の内容評価シート(令和５年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ①

A総合評価 A A E E A

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

153-7

153-6

153-5

153-4
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